
 
 
 
開開催催概概要要  

 

日時：2007 年 11 月 9 日(金） 11:10～11:55 

主催：教育新聞社、ペパーミント・ウェーブ実行委員会 

協力：社団法人日本リウマチ友の会、あすなろ会 

協賛：中外製薬株式会社 

会場：板橋区立 金沢小学校  

生徒：小学校 4年生 107 人 

 

内容： 

●「リウマチ（関節リウマチ）とはどんな病気だろう」（7分） 
   お話：長谷川 三枝子さん（社団法人日本リウマチ友の会 会長） 

 

       

 

●「若年性関節リウマチとはどんな病気だろう」（15 分） 
   紙芝居：寺嶋 朝代さん（あすなろ会） 

お話 ：鈴木 喜美子さん（あすなろ会） 

 

 

 

 
 
●自助具の体験（20 分） 

   お話：長谷川 三枝子さん 

       

 

 

 

金沢小学校 リウマチ体験授業 

外からみてわからない病気について学ぼう～リウマチについてお話を聞こう～ 

長谷川さんより、関節リウマチの日本での患者数や特徴的な症状などについて、解説していただきました。

寺嶋さんにより、紙芝居「ポンちゃんとリウマチマン」を使って、子どものリウマチではどんな症状が出

てどんな日常生活を送っているのかについて、分かりやすくお話ししていただいた後、鈴木さんにより若

年性関節リウマチのお子さんの体験談をお話しいただきました。 

生徒たちが三種類の自助具（牛乳パックオープナー、ピルアウト（「プッチン錠」）、リーチャー）に触れな 

がら、道具の使い方を考えました。その後、長谷川さんにより自助具について解説していただきました。 



授授業業のの様様子子  

  

   
  
 
 

   
 
 
 

   
 

■長谷川さんによるお話        ■寺嶋さんによる紙芝居        ■鈴木さんによるお話            

■自助具の体験１           ■自助具の体験２           ■長谷川さんによる自助具解説        

■臼木校長先生によるお話       ■授業の感想を発表          ■ご挨拶            



感感想想文文かからら  

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の母はリウマチで自分では、リウマチのことは、だいたい知っていると

思っていたけど、今日、勉強したら知らないことがいっぱいありました。

とくに、自助具があったということを初めて知りました。その中でもリー

チャーがすごくべんりだと思いました。これからは、リウマチの人達にう

でや足などのかんせつをおしたりしないように気をつけようと思います。

話が終わって立った時、こしがいたくて少しだけ

「リウマチになっちゃった！！」と思ってしまい

ました。これからはリウマチや手足が悪い人を見

たら気づかってあげたいです。 

リウマチは手足の関節がいたくなってしまう、

とても大変な病気ということがわかりました。

とてもわかりやすく教えてもらいました。こん

なにも、リウマチになってしまった人が苦労し

ているので、わたしたちは、リウマチになって

しまった方にやさしくせっしてあげたいです。

そして、お手伝いをしてあげたいです。やさし

く、「おはよう」など声をかけてあげたいです。

リウマチの人は、いろいろなちえを働かせて、リウマチの人にとって、

便利な道具をたくさん作っているということと、リウマチの人は、日本

に、70 万人もいるということがわかりました。それで、ぼくは、リウマ

チの人は、手や足がいたくて、かわいそうな人だけど、とてもかしこい

人なのかな、と思いました。早く、リウマチをすぐに、かんぜんになお

せる薬ができるといいなと思いました。ぼくは、リウマチの人が、何か

にこまっていたら、助けてあげたいと思いました。それに、リウマチの

人がもうふえてほしくないと思いました。 



教教育育新新聞聞（（1122 月月 33 日日付付  66 面面））  掲掲載載記記事事  

  

    

        

 


